
単位：千円

20年度 19年度 増　減

川崎を支える産業を振興する

＜産業の競争力強化と活力ある産業集積の形成＞

○新川崎・創造のもり第３期計画策定事業            [総合企画局] 8,000 5,000 3,000

◎水江町地内公共用地有効活用推進事業 [総合企画局・　　　 24,863,000 -               24,863,000

 　経済労働局]

◎

[経済労働局] 2,300 -                2,300

助成上限額　10億円　　助成率　10％
募集期間　　 20～24年度

◎
[経済労働局] 5,581 -                5,581

[水道局] 262,605 99,000 163,605

・ 事業再構築に伴う施設の整備

＜ものづくり産業の高度化・複合化＞

[経済労働局] 15,000 11,500 3,500
○ 川崎PR製品開発事業

・ 新技術・新製品開発等支援事業

＜　活　力　に　あ　ふ　れ　躍　動　す　る　ま　ち　づ　く　り　＞

事　業　名　（概　要）

　環境と産業が調和した持続可能な社会をめざし、首都圏における川崎の地理的優位性や我が国を
代表する先端技術産業の集積、数多くの研究開発機関の立地などを活かして、活力ある産業の創出
や臨海部の再生、さらには環境や福祉をはじめとした新産業の創造・育成など、国際競争力の強化と
国際社会への貢献に向けた取組みを推進します。
　また、都市拠点や基幹的な交通網などについては、首都圏における川崎の位置付けや役割を認識
しながら、市民の行動範囲の広域化や近隣都市との機能分担を踏まえ、市域を越えて広域的な調和
を重視するとともに、地域生活圏における相互の適切な連携をめざした、広域調和・地域連携型のまち
づくりを基本に、民間活力との連携を図りながら総合的・効果的な整備を進めていきます。

工業用水の安定供給
（工業用水道事業会計）

   給水能力の見直しにより、事業規模の適正化を図るため、施
設整備を実施する。

ものづくり技術を核とした
                  産業の複合化・融合化支援

   市内製造業の技術力を活用して、川崎のイメージを持つ「川
崎PR製品」の製品化に向けた支援を行う。

先端産業の創出と集積に向けた
  「先端産業創出支援制度（イノベート川崎）」の創設

         （債務負担行為予算額50億円）

   環境、エネルギー及びライフサイエンス分野の先端技術の事業
化を支援する「先端産業創出支援制度」を創設し、国際環境特別
区構想の一層の推進を図る。

戦略的な産業活動拠点の形成に向けた
                    新川崎Ａ地区への企業誘致
　 新川崎A地区を研究開発・ものづくり機能の強化を図る地区と位
置付け、企業誘致を推進する。
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単位：千円

20年度 19年度 増　減事　業　名　（概　要）

産学公ネットワークの構築と活用促進 [経済労働局] 26,000 27,500 △ 1,500

・ 産学共同研究開発プロジェクト助成事業

＜まちづくりと連動した商業の振興＞

魅力ある商業拠点の形成 [経済労働局] 20,525 24,663 △ 4,138

・ 拠点形成促進事業
・ 川崎駅周辺市街地活性化推進事業　など

コミュニティの核としての地域商業の振興 [経済労働局] 47,288 31,109 16,179

◎ 川崎市地域商業振興ビジョン改定事業

・ 生活コア商業活性化支援事業　
◎ 商人（あきんど）デビュー塾実施事業

・ 空き店舗総合活用事業　など

＜中小企業の経営環境の整備＞

中小企業の育成 [経済労働局] 406,033 391,521 14,512

・ ワンデイ・コンサルティング事業　
・ 産業振興会館管理運営事業　など

中小企業の経営安定 [経済労働局] 15,671,307 15,351,400 319,907

・ 間接融資事業
◎流動資産担保資金

・ 川崎市信用保証協会等支援事業

販路拡大・開拓の支援 [経済労働局] 21,115 12,955 8,160

・ 川崎工業ブランド推進事業
・ Webかわさき製品見本市事業　など

＜都市農業の振興＞

農業経営の基盤づくり [経済労働局] 36,476 102,669 △ 66,193

◎ 農業技術支援センター管理運営事業

・ 環境保全型農業推進事業　など

地産地消の推進 [経済労働局] 36,905 32,322 4,583

○ 直売団体育成支援事業
   麻生区黒川に開設される大型農産物直売所への出荷を奨
励するため、出荷者に対し奨励金を交付する。

    地域商業のあり方や活性化等、今後の商業振興施策につ
いて、商業ビジョンの改定を通して検討する。

　 業種別（物販・飲食・サービス業）の創業支援セミナーを開催
することで、空き店舗の解消と起業家の創業意欲を高める。

　 農業者への農業技術支援の強化と市民の農業への理解を
深めることを目的に、フルーツパークと緑化センターの農業技
術支援機能を統合し、農業技術支援センターを設置する。

   売掛債権や棚卸資産を担保として資金を融資する流動資
産担保融資制度を新設する。
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単位：千円

20年度 19年度 増　減事　業　名　（概　要）

・ 地産地消推進事業
・

農業の担い手の育成 [経済労働局] 1,986 1,986 -                

・ 女性農業担い手支援事業　など

農業生産基盤の整備 [経済労働局] 25,462 16,328 9,134

◎ かんがい排水事業（早野地区）
○ 大丸用水堰改修事業
○岡上地区農道整備事業

新たな産業をつくり育てる

＜新事業創出のしくみづくり＞

ベンチャー支援・創業支援 [経済労働局] 10,745 11,334 △ 589

・ 起業化総合支援事業

インキュベーション機能の充実 [経済労働局] 5,176 5,391 △ 215

・ かわさき新産業創造センター管理運営事業

＜市民生活を支援する新たな産業の育成＞

福祉・生活文化事業の振興 [経済労働局] 51,770 14,135 37,635

○ かわさき福祉産業振興ビジョン推進事業

・ 生活・文化産業育成事業

環境調和型産業の振興 [経済労働局] 38,645 29,487 9,158

◎ 国際環境産業推進事業　

・ エコタウン推進事業  など

コミュニティビジネスの振興 [経済労働局] 9,574 13,215 △ 3,641

・ コミュニティビジネス支援融資補助事業
・ コミュニティビジネス振興事業

◎コンテンツ産業の振興 [経済労働局] 8,000 -                8,000

＜新エネルギー産業の育成＞

新エネルギー導入の推進 [環境局] 18,153 28,858 △ 10,705

　 環境技術の国内外への情報発信と環境関連産業のビジネス
展開を図ることを目的に、（仮称）川崎国際環境技術展を開催
する。

　 「コンテンツ産業の振興に関するビジョン」の策定に向けて調査
を行うとともに、モデル事業を実施する。

かわさき農産物ブランド販売促進事業　など

   19年度に策定した「かわさき基準（KIS）」を推進するため、(仮
称)福祉用具開発センターを設置・運営し、高付加価値の福祉
製品の開発・販路開拓支援を行う。
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単位：千円

20年度 19年度 増　減事　業　名　（概　要）

新エネルギー分野の事業創出・育成 [経済労働局] 3,858 4,070 △ 212

・ 新エネルギー産業振興事業

＜科学技術を活かした研究開発基盤の強化＞

○ [総合企画局] 8,000 5,000 3,000

先端科学技術の振興 [経済労働局] 42,640 26,637 16,003

○ 知的財産戦略推進事業

・ 科学技術サロン開催事業
・ ライフサイエンス等推進事業　など

就業を支援し、勤労者福祉を推進する

＜人材を活かすしくみづくり＞

産業人材の育成と活用 [経済労働局] 5,057 5,292 △ 235

・
・ 産業人材育成事業　など

就業の支援 [経済労働局] 12,040 12,918 △ 878

・ 若年者就業支援事業

・ 就業マッチング事業　など

＜勤労者施策の推進＞

勤労者の福祉の充実 [経済労働局] 323,286 328,545 △ 5,259

・ 勤労者福祉対策事業　など

川崎臨海部の機能を高める

＜臨海部の産業再生＞

国連環境計画（ＵＮＥＰ）連携協調事業 [環境局] 29,349 30,222 △ 873

○臨海部の再生に向けた産学公民連携の推進 [経済労働局] 11,692 8,629 3,063

・ 臨海部産学公民連携推進事業

   先端的な研究開発機関の立地誘導に向けて、土地利用方針及
び事業計画の策定を進める。

企業等退職者人材活用支援事業

   知的財産の意義や課題等の問題提起をアジア各都市に向
けて発信するアジア知的財産フォーラムなどを開催する。

   労働環境、生活環境の改善を推進し、勤労者福祉の向上を図
る。

   臨海部の再生に向けて、川崎臨海部再生プログラムを推進
するとともに、国際環境特別区構想のもとエココンビナートの推
進を図る。

   若年者の就業意識の高揚を図るため、キャリアカウンセリング
を行う。

新川崎・創造のもり第３期計画策定事業
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単位：千円

20年度 19年度 増　減事　業　名　（概　要）

・ 川崎臨海部アメニティ推進事業

アジア起業家村構想の推進 [経済労働局] 51,056 45,526 5,530

○ アジア起業家誘致交流促進事業

◎ アジア起業家支援環境整備事業

＜臨海部の都市再生＞

[総合企画局] 14,248 12,258 1,990

・

◎

○浮島地区暫定土地利用推進事業 [総合企画局・港湾局] 50,359 33,462 16,897

◎水江町地内公共用地有効活用推進事業 [総合企画局・　 24,863,000 -                24,863,000

経済労働局]

都市再生総合整備事業 [まちづくり局] 10,000 8,000 2,000

・ 塩浜周辺地区

・ 南渡田周辺地区

◎臨海部交通アクセス円滑化調査事業 [まちづくり局] 1,000 - 1,000

＜羽田空港再拡張・国際化に対応した基盤づくり＞

臨海部の動向把握及び情報管理業務

臨海部整備推進事業

　 川崎市企業誘致・産業立地促進計画（地域再生計画）に基づ
き、既存企業の活性化及び新規企業の立地誘導を推進するた
め、水江町地内公共用地の有効活用を図る。

　 臨海部立地企業情報の把握と一元的な管理、分析及び戦
略的マネジメントの展開により産業基盤の強化を図る。

　 浮島１期埋立地の利用可能な用地について、暫定利用を推進
する。

臨海部の動向把握及び情報管理事業

   京浜臨海部の活性化や都市再生の推進を図るため、都市再
生事業計画策定調査を実施する。

   KSP‐THINKを拠点とするアジア起業家村構想を推進しつ
つ、ベトナム等との産業交流を推進するとともに海外からの進
出企業・起業家と市内企業との連携を図る。

   アジア起業家村構想の次のステップとして、神奈川口をはじ
めとした新たな拠点形成のための基礎調査を実施し、必要な条
件等を検証する。

   臨海部における立地企業の緑化向上に向け、11年策定の
「特定工場緑化整備基本方針」の見直しを進める。

   臨海部の交通ネットワーク基盤を整備するための基礎調査を実
施する。

   神奈川口周辺土地利用計画等推進調査など、殿町３丁目地
区の本格的な土地利用の具体化や企業誘致のための調査・検
討を実施する。

   土地利用誘導ガイドラインの作成及びガイドラインに基づく誘
導を行う。
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単位：千円

20年度 19年度 増　減事　業　名　（概　要）

羽田空港再拡張事業貸付金事業 [総合企画局] 1,857,000 2,455,000 △ 598,000

羽田空港再拡張・国際化関連事業 [まちづくり局] 35,238 39,040 △ 3,802

都市再生総合整備事業 [まちづくり局] 10,000 8,000 2,000

＜広域連携による港湾物流拠点の形成＞

港湾物流拠点の推進 [港湾局] 1,873 1,872 1

◎千鳥町の再整備 [港湾局] 3,098 -                3,098

・ 千鳥町再整備施設配置計画の策定

港湾機能施設の維持・整備 [港湾局] 966,485 829,245 137,240

◎ 港湾施設維持管理補修計画の検討
◎ 東扇島－12ｍ岸壁直轄工事負担金
・ 港湾改修事業　　など

臨港道路の維持・管理 [港湾局] 669,733 685,939 △ 16,206

･ 川崎港海底トンネル改修　など

廃棄物埋立護岸の整備 [港湾局] 4,944,289 6,584,562 △ 1,640,273

・ 浮島２期廃棄物埋立護岸の整備

＜市民に開かれた安全で快適な臨海部の環境再生＞

魅力ある港湾緑地に向けた取組み [港湾局] 233,336 289,104 △ 55,768

・
・
◎

港の保安対策 [港湾局] 322,292 354,064 △ 31,772

   港湾物流機能の高度化にふさわしい業種・企業を誘致し、東扇
島に高機能総合物流拠点の形成を図り、川崎港の活性化を促進
する。

東扇島緑化事業

   本市経済の活性化に寄与することが期待されることから、国の羽
田空港再拡張事業に要する経費の一部について、貸付を行う。

   魅力ある港湾緑地の形成のための適切な維持整備を行う。ま
た、東扇島東公園を中心に各種イベントを実施する。

   羽田空港の再拡張・国際化を契機とした神奈川口構想の一環
である羽田連絡道路の整備促進を図るため、調査・検討等を実施
する。

港湾環境維持管理事業
東扇島東公園維持管理事業

   保安対策の国際的水準維持を目的として、テロ等の防止のため
に必要な保安対策を実施する。
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単位：千円

20年度 19年度 増　減事　業　名　（概　要）

都市の拠点機能を整備する

＜民間活力を活かした魅力ある広域拠点の形成＞

アートセンター事業 [市民・こども局] 152,919 817,709 △ 664,790

川崎駅西口地区公共施設等整備事業 [まちづくり局] 928,272 288,251 640,021

24年３月完成予定

川崎駅北口地区第２街区再開発等事業 [まちづくり局] 800 900 △ 100

共同化事業の事業化に向けた支援方策の検討

○ＪＲ川崎駅北口自由通路等整備事業 [まちづくり局] 174,426 127,132 47,294

川崎駅周辺総合整備事業 [まちづくり局] 898,380 542,813 355,567

小杉駅周辺地区整備の推進 [まちづくり局] 8,680,066 4,742,919 3,937,147

・ 小杉駅周辺地区都市再生総合整備事業

・ 小杉駅周辺地区再開発等事業

◎小杉駅周辺地区エリアマネジメント推進事業

・ 小杉駅周辺交通機能整備事業

◎新百合ヶ丘駅周辺交通環境調査事業 [まちづくり局] 18,461 -                18,461

・

＜個性ある利便性の高い地域生活拠点の整備＞

○ [総合企画局] 8,000 5,000 3,000

   22年３月開業予定

　道路等の整備及びペデストリアンデッキ整備に向けた基本設計
等を行う。

   新百合ヶ丘駅周辺の土地利用の変化に伴う現況交通環境の把
握、関係機関との協議等をふまえ、駅周辺の交通環境の課題につ
いて対応策を検討する。

   ＪＲ横須賀線武蔵小杉新駅設置に向け、詳細設計・工事等を
進めるため、その費用の負担・助成を行うとともに、新駅交通広
場等の周辺基盤整備を進める。

   小杉駅周辺地区の景観調整等の業務を行う。

   地区内の各市街地再開発事業に対し費用の一部を助成す
るとともに、推進業務を行う。また、駅前広場等の基盤整備費を
負担する。

   地域の課題を共有し、課題解決に向けた対応策を検討する
ため情報交換・意見集約を行い、エリアマネジメントの推進を図
る。

   東西連絡歩道橋のバリアフリー化や東口駅前広場の再編整備
等を推進する。

　 北口自由通路と北口改札を一体的に整備する方針に基づき、
工事着手に向けた施設設計を行う。

新川崎・創造のもり第３期計画策定事業

新百合ヶ丘駅北口改札外エレベーター設置基本調査  など
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単位：千円

20年度 19年度 増　減事　業　名　（概　要）

鹿島田駅西地区市街地再開発事業 [まちづくり局] 2,391,918 585,520 1,806,398

新川崎地区整備事業 [まちづくり局] 5,489,153 1,744,918 3,744,235

溝口駅南口広場の整備 [建設局] 677,010 516,500 160,510

登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区の整備 [まちづくり局] 2,212,116 2,552,120 △ 340,004

・ 登戸地区土地区画整理事業
仮換地指定、建築物等移転、道路築造　など

・ 向ヶ丘遊園駅連絡通路等整備事業

柿生駅周辺地区再開発等事業 [まちづくり局] 37,518 37,101 417

・ 柿生駅東地区バス暫定広場維持管理経費　など

宮前平・鷺沼駅周辺地区まちづくり調査事業 [まちづくり局] 1,000 3,000 △ 2,000

・ 鷺沼駅周辺地区まちづくり調査

基幹的な交通体系を構築する

＜広域的な交通幹線網の整備＞

川崎縦貫道路の整備 [建設局] 1,779,500 1,547,000 232,500

・ 首都高速道路事業（高速道路機構）出資金等

羽田空港アクセス改善推進事業 [まちづくり局] 17,760 20,640 △ 2,880

羽田空港再拡張・国際化関連事業 [まちづくり局] 35,238 39,040 △ 3,802

小杉駅周辺地区整備の推進 [まちづくり局] 8,680,066 4,742,919 3,937,147

東京都市圏総合都市交通体系調査事業 [まちづくり局] 53,481 7,650 45,831

鉄道整備事業基金の積立 [まちづくり局] 404,467 400,585 3,882

   再開発事業に対し費用の一部を助成するとともに、道路等の基
盤整備費を負担する。

   道路、鹿島田跨線歩道橋、下水道、公園等の設計、整備  など

   関係地方公共団体等と協調して京急蒲田駅の鉄道施設改良事
業費の一部を助成する。

   都市交通に関する計画の立案に役立てるため、「第５回パーソ
ントリップ調査」を行う。

   新規の鉄軌道系公共機関建設及び既存鉄道への新駅設置に
係る資金について積立を行う。

　 溝口駅の交通結節機能の強化や利便性向上を図るため、南口
広場やペデストリアンデッキの整備を進める。
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単位：千円

20年度 19年度 増　減事　業　名　（概　要）

川崎縦貫高速鉄道線整備事業 [交通局] 277,605 356,506 △ 78,901

（高速鉄道事業会計）

＜市域の交通幹線網の整備＞

連続立体交差事業 [建設局] 4,566,095 3,188,555 1,377,540

・ 京浜急行大師線連続立体交差事業
   東門前駅から小島新田駅間の整備を推進する。
○ ＪＲ南武線連続立体交差事業
   尻手駅から武蔵小杉駅間の基礎調査・検討を行う。

幹線道路の整備 [建設局] 7,371,944 7,191,622 180,322

・ 街路整備事業　   尻手黒川線ほか15路線
・ 国県道改良事業　国道409号ほか７路線

道路整備調査事業 [建設局] 20,000 10,250 9,750

   道路整備プログラムの進行管理等を実施する。

都市計画道路網のあり方検討調査事業 [まちづくり局] 4,751 7,502 △ 2,751

登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区の整備 [まちづくり局] 2,212,116 2,552,120 △ 340,004

   都市計画道路見直し候補路線（区間）の検討・調整を行う。

   小杉接続計画による鉄道事業許可取得に向け、国等と協議・調
整を行う。
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